
RapidMiner運⽤編
〜デバイスゲートウェイとの連携〜



デバイスゲートウェイ®とは 2

⽣産現場の情報をIoTサービスに提供する装置



3システム構成とデータフロー

Ethernet

S E R V E R

コンピュータ

推論

推論指⽰/結果受取
(HTTP/GET)

制御設備

デバイスメモリ

タグ

HTTPリクエスト
(URLクエリ引数)

マクロ変数

推論要求 推論結果

デバイスメモリ

タグ

HTTPレスポンス
(JSON)

RapidMinerプロセス

表⽰器から説明変数を⼊⼒
→ 予測結果を表⽰

＜⽬標＞



4推論準備｜3つのステップ

1 2 3

RapidMiner Studioの設定

S E R V E R



5①RapidMiner Studioの設定

推論⽤プロセスの準備
RapidMinerリポジトリ上で下記のようなプロセスを作成

⼊⼒データのひな形

推論モデル



6①RapidMiner Studioの設定

推論⽤プロセスの準備
SetDataオペレータの設定

1にする

Edit Listをクリック

パラメータ



7①RapidMiner Studioの設定

推論⽤プロセスの準備

※ 固定値も使える

Point RapidMinerでマクロを使⽤する際は、
{}で囲み、さらに先頭に%を付加します。

SetDataオペレータの設定（列とマクロの紐付け）

例）%{in_sensor_1}

本プロセスが実⾏されると、マクロの値が各列に代⼊される

任意のマクロ変数名⼊⼒データのひな形の列名



8推論準備｜3つのステップ

1 2 3

RapidMiner Serverの設定

S E R V E R



9②RapidMiner Serverの設定

JSON

Add macro bindingをクリック

任意のサービス名
推論プロセス

URLクエリパラメータの準備
「Processes」>「Web Services」>「Create new web service」で作成



10②RapidMiner Serverの設定

URLクエリパラメータの準備
URLクエリパラメータとマクロの紐付け

本サービスが呼び出されると、URL引数の値がマクロ変数に代⼊される

SetDataで指定したマクロ変数名URL引数名



11推論準備｜3つのステップ

1 2 3

デバイスゲートウェイの設定

S E R V E R



12

値書込Json解析

③デバイスゲートウェイ︓設定概要

データソース
(PLCとの通信設定)

アドレス空間（タグ）

イベント

上位連携
（HTTPクライアント）

表⽰器からの
ビットの変化を
トリガに

レジスタデータ

HTTP送信URL作成

参照

紐づけ

格納

値読出

要求
S E R V E R

GET/HTTP

(1)RapidMinerへの推論要求



13③デバイスゲートウェイ︓設定概要

アドレス空間（タグ）

イベント

上位連携
（HTTPクライアント）

レジスタデータ

値書込Json解析

紐づけ

値書込

格納

データソース
(PLCとの通信設定)

応答
S E R V E R

表⽰器からの
ビットの変化を
トリガに

HTTP送信URL作成

(2)RapidMinerからの推論結果



14③デバイスゲートウェイ︓３項⽬の設定

1

2

3

データソース設定（PLC通信設定、タグ登録）

上位連携設定（RapidMinerへの接続設定）

イベント設定（RapidMinerへの送信、結果取出）



15推論準備︓デバイスゲートウェイ

データソース設定
PLCの機種を選択→ IPや機種を指定→ タグ設定を追加

①追加

②選択

③設定画⾯へ

作成したタグ



16③デバイスゲートウェイ︓３項⽬の設定

1

2

3

上位連携設定（RapidMinerへの接続設定）

データソース設定（PLC通信設定、タグ登録）

イベント設定（RapidMinerへの送信、結果取出）



17推論準備︓デバイスゲートウェイ

上位連携設定
HTTPクライアント機能追加 → RapidMinerのIPアドレスを指定

①追加
②設定画⾯へ

RapidMinerとの接続設定



18③デバイスゲートウェイ︓３項⽬の設定

1

2

3

データソース設定（PLC通信設定、タグ登録）

上位連携設定（RapidMinerへの接続設定）

イベント設定（RapidMinerへの送信、結果取出）



19推論準備︓デバイスゲートウェイ

イベント設定
新規イベント作成→ トリガ作成（値変化）

①追加

③設定画⾯へ
②選択

④トリガ条件の設定



20推論準備︓デバイスゲートウェイ

イベント設定
イベント内にアクション作成（HTTP送信アクション）

①アクション⼀覧

②追加

③選択

HTTP送信設定

…
クエリパスを編集する



21推論準備︓デバイスゲートウェイ

/api/rest/process/Training_Predict?(クエリ引数名=タグ値)&・・・

※RapidMinerServerのTest
実⾏時のDirect Linkを参考に

イベント設定（HTTP送信アクション）
RapidMiner Serverに作成した推論サービスのURLを作成する

形式︓



22推論準備︓デバイスゲートウェイ

予測結果

イベント設定（Json取得アクション）
RapidMiner Serverからの応答（Body部＝Json形式）から結果を取り出す



23実⾏

②推論指⽰

①Sensorデータを⼊⼒

③予測結果が表⽰される

表⽰器から実⾏


